
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回線交換により通信を行う回線交換ベアラをサポートしている 第１のエリア
と、前記回線交換ベアラと、パケット交換により通信を行うパケットベアラとを共にサポ
ートしている 第２のエリアとが存在している移動通信網であって、
　前記第１のエリアあるいは前記第２のエリア に在圏する 移動通
信端末は、前記第１のエリアに在圏した際に前記回線交換ベアラを使用してデータ通信を
行うことができると共に、前記第２のエリアに在圏した際に前記回線交換ベアラあるいは
前記パケットベアラのいずれかを選択してデータ通信を行うことができ、さらに、在圏し
たことのある前記第２のエリアのとまり木チャネル番号を記憶している記憶手段を備えて
おり、
　前記移動通信端末

、 前記記憶手段に記憶されている前記とまり木チ
ャネル番号に基づいて待ち受けチャネルを 選択することにより、所定レベル以上の待
ち受けチャネルをサーチし

ようにしたことを特徴とする移動通信網。
【請求項２】
　前記移動通信端末は、選択した待ち受けチャネルの報知情報メッセージから該待ち受け
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１つ以上の
のいずれか ことのできる

を前記第１のエリアあるいは第２のエリアのいずれかに在圏させる処
理が行われる際に 前記移動通信端末は、

順次
、所定レベル以上の待ち受けチャネルがサーチされた場合は、

サーチされた待ち受けチャネルに対応する前記第２のエリアに在圏するようにし、所定レ
ベル以上の待ち受けチャネルがサーチされなかった場合は、前記第１のエリアに在圏する



チャネルに対応するエリアが前記第２のエリアでないと判断した際に、前記記憶手段に記
憶されている前記とまり木チャネル番号に基づいて待ち受けチャネルを選択するようにし
たことを特徴とする請求項１記載の移動通信網。
【請求項３】
　前記移動通信端末は、前記サーチ開始時にタイマを起動し、前記サーチが完了する前に
前記タイマがタイムアウトした場合は、前記移動通信端末は、前記第１のエリアに在圏す
るようにしたことを特徴とする請求項１記載の移動通信網。
【請求項４】
　回線交換により通信を行う回線交換ベアラをサポートしている 第１のエリア
と、前記回線交換ベアラと、パケット交換により通信を行うパケットベアラとを共にサポ
ートしている 第２のエリアとが存在している移動通信網における移動通信端末
であって、
　前記第１のエリアに在圏した際に前記回線交換ベアラを使用してデータ通信を行うこと
ができると共に、前記第２のエリアに在圏した際に前記回線交換ベアラあるいは前記パケ
ットベアラのいずれかを選択してデータ通信を行うことができ、さらに、在圏したことの
ある前記第２のエリアのとまり木チャネル番号を記憶している記憶手段を備えており、

記憶手段に
記憶されている前記とまり木チャネル番号に基づいて待ち受けチャネルを 選択するこ
とにより、所定レベル以上の待ち受けチャネルをサーチし

ようにしたことを特徴とする移動通信端末。
【請求項５】
　選択した待ち受けチャネルの報知情報メッセージから該待ち受けチャネルに対応するエ
リアが前記第２のエリアでないと判断した際に、前記記憶手段に記憶されている前記とま
り木チャネル番号に基づいて待ち受けチャネルを選択するようにしたことを特徴とする請
求項４記載の移動通信端末。
【請求項６】
　前記サーチ開始時にタイマを起動し、前記サーチが完了する前に前記タイマがタイムア
ウトした場合は、前記第１のエリアに在圏するようにしたことを特徴とする請求項４記載
の移動通信端末。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、回線交換により通信を行う回線交換ベアラをサポートしているエリアと、回
線交換ベアラと、パケット交換により通信を行うパケットベアラとを共にサポートするエ
リアとが存在している移動通信網および移動通信端末 関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
ディジタル方式の移動通信システム（ＰＤＣ（ Personal Digital Cellular telecommunic
ation system），ＧＳＭ（ global system for mobile communication），ＩＳ－５４，Ｉ
Ｓ－９５など）の普及はめざましく、移動通信においてデータ通信のサポートが重要視さ
れるようになっている。このため、パケット交換方式を使用するＰＤＣ－Ｐ（ PDC Packet
）方式、ＧＳＭに基づくＧＰＲＳ（ General Packet Radio System）方式やＩＳ－９５に
基づくＨＤＲ（ High Data Rate）方式等が開発されている。このようなパケットを用いる
通信を利用することにより、電子メールの授受やインターネットにアクセスすることが可
能とされている。また、現行の回線交換方式を利用して電子メールの授受やインターネッ
トにアクセスすることも行われている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
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順次
、所定レベル以上の待ち受けチ

ャネルがサーチされた場合は、サーチされた待ち受けチャネルに対応する前記第２のエリ
アに在圏するようにし、所定レベル以上の待ち受けチャネルがサーチされなかった場合は
、前記第１のエリアに在圏する
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回線交換方式は、通信をするときに端末の間に専用の通信チャネルを設定し、通信が終わ
るまでそのチャネルを占有する交換接続方式であり、代表的な回線交換システムは固定電
話機における電話網である。回線交換では、設定した通信チャネルの伝送速度（帯域幅）
がネットワーク全体のトラフィック状態に関係なく確保されるので、端末間のエンド・ツ
ー・エンドの伝送遅延時間の変動がない特徴を有しており、電話やテレビ会議のような、
伝送遅延時間の変動によるサービス品質の劣化に敏感なサービスに適している。さらに、
一度に大量のデータを送信する場合にも適しているが、回線を長時間使用するような利用
法にはトラヒックの頻度が高くなることから適していない。
【０００４】
また、パケット交換方式は、一定の形式のパケットを使ってデータを伝送する交換方式で
ある。パケット交換では、パケットの中継ノードとして蓄積送出方式のパケット交換機が
用いられ、パケット交換機間の中継回線を多数の利用者のパケットで多重利用するので、
回線使用率が高く、その結果通信コストを低下させることができる。また、ある通信区間
が混んでいたり、故障になっているときは、パケット単位で自動的に迂回（うかい）ルー
トをたどるので、通信の信頼性が高くなる。ただし、トラフィック状態によって、エンド
・ツー・エンドの伝送遅延時間が変動することになる。
【０００５】
移動通信網において、前記した回線交換を用いると、呼毎に通信チャネルの割り当て処理
を実行して通信チャネルを割り当てることから、呼設定に時間を要するようになり、短時
間の通信には適さないという問題点が生じる。また、長時間接続しているがデータを送信
している実質通信時間が少ないバースト的通信を行う際にも、通信チャネルを有効に使用
できないという問題点がある。さらに、トラフィックの頻度が高くなると、全ての通信チ
ャネルが使用中となって新たな呼に空きチャネルを割り当てられず、呼損が生じるという
問題点もある。
一方、移動通信網においてパケット交換を用いると、回線使用率を高くすることができる
ものの、パケット同士の衝突が発生するため、長時間の通信に適さないという問題点が生
じる。また、トラフィックの頻度が高くなるとパケットの衝突回数が増加し、再送による
伝送遅延が生じるという問題点がある。
【０００６】
現行の移動通信網においては、一般に回線交換を使用していることから移動通信網を構成
している基地局や交換局等のノードは回線交換機能を有している。また、パケット交換機
能を有しているノードを備える移動通信網も存在している。さらに、移動通信網を構成し
ているノードの一部に回線交換機能に加えてパケット交換機能を備えさせることが考えら
れる。この場合は、当該ノードで構成されるサービスエリアと回線交換機能しかサポート
しないサービスエリアが存在するようになり、回線交換を使用する通信は、全てのサービ
スエリアにおいて行うことができるが、パケット交換を使用するパケット通信はパケット
交換機能をサポートしているサービスエリアに在圏しないと行うことができないことにな
る。なお、回線交換機能は回線交換ベアラにより提供され、パケット交換機能はパケット
ベアラにより提供される。
【０００７】
　そこで、本発明は、移動通信端末を極力パケット交換機能をサポートするパケットサポ
ートエリアに在圏させることのできる移動通信網および移動通信端末を提供することを

としている。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　上記 を達成するために、本発明の移動通信網は、回線交換により通信を行う回線交
換ベアラをサポートしている 第１のエリアと、前記回線交換ベアラと、パケッ
ト交換により通信を行うパケットベアラとを共にサポートしている 第２のエリ
アとが存在している移動通信網であって、前記第１のエリアあるいは前記第２のエリア

に在圏する 移動通信端末は、前記第１のエリアに在圏した際に前記
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回線交換ベアラを使用してデータ通信を行うことができると共に、前記第２のエリアに在
圏した際に前記回線交換ベアラあるいは前記パケットベアラのいずれかを選択してデータ
通信を行うことができ、さらに、在圏したことのある前記第２のエリアのとまり木チャネ
ル番号を記憶している記憶手段を備えており、前記移動通信端末

、 前
記記憶手段に記憶されている前記とまり木チャネル番号に基づいて待ち受けチャネルを

選択することにより、所定レベル以上の待ち受けチャネルをサーチし

ようにしている。
【０００９】
また、上記本発明の移動通信網において、前記移動通信端末は、選択した待ち受けチャネ
ルの報知情報メッセージから該待ち受けチャネルに対応するエリアが前記第２のエリアで
ないと判断した際に、前記記憶手段に記憶されている前記とまり木チャネル番号に基づい
て待ち受けチャネルを選択するようにしてもよい。さらに、上記本発明の移動通信網にお
いて、前記移動通信端末は、前記サーチ開始時にタイマを起動し、前記サーチが完了する
前に前記タイマがタイムアウトした場合は、前記移動通信端末は、前記第１のエリアに在
圏するようにしてもよい。
【００１０】
　次に、上記 を達成することのできる本発明の移動通信端末は、回線交換により通信
を行う回線交換ベアラをサポートしている 第１のエリアと、前記回線交換ベア
ラと、パケット交換により通信を行うパケットベアラとを共にサポートしている

第２のエリアとが存在している移動通信網における移動通信端末であって、前記第１の
エリアに在圏した際に前記回線交換ベアラを使用してデータ通信を行うことができると共
に、前記第２のエリアに在圏した際に前記回線交換ベアラあるいは前記パケットベアラの
いずれかを選択してデータ通信を行うことができ、さらに、在圏したことのある前記第２
のエリアのとまり木チャネル番号を記憶している記憶手段を備えており、

記憶手段に記憶されてい
る前記とまり木チャネル番号に基づいて待ち受けチャネルを 選択することにより、所
定レベル以上の待ち受けチャネルをサーチし

ようにしている。
【００１１】
また、上記本発明の移動通信端末において、選択した待ち受けチャネルの報知情報メッセ
ージから該待ち受けチャネルに対応するエリアが前記第２のエリアでないと判断した際に
、前記記憶手段に記憶されている前記とまり木チャネル番号に基づいて待ち受けチャネル
を選択するようにしてもよい。
さらに、上記本発明の移動通信端末において、前記サーチ開始時にタイマを起動し、前記
サーチが完了する前に前記タイマがタイムアウトした場合は、前記第１のエリアに在圏す
るようにしてもよい。
【００２６】
このような本発明によれば、パケットサポートエリアのとまり木チャネル番号を記憶して
おき、このとまり木チャネル番号に基づいて待ち受けチャネルを選択するようにしたので
、移動通信端末を極力パケットサポートエリアに在圏させることができる。これにより、
移動通信端末は、ベアラ選択の幅が拡がり効率的なベアラ選択を可能とすることができる
。
【００２８】
【発明の実施の形態】
本発明の移動通信端末を有する本発明の実施の形態における移動通信網の構成の概要を図
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１に示す。
本発明にかかる移動通信網は多数のセルを有しているが、図１ではその内のセルＡとセル
Ｂとの２つだけを示している。さらに、移動通信網を構成しているノードが示されている
が、セルＡとセルＢに関連するノードだけが示されている。セルＡには基地局（ＢＳ）２
が設けられており、セルＡに在圏している移動通信端末である移動機の通信制御は基地局
２が行っている。基地局２は回線交換ベアラ２ａを備えており、回線交換ベアラ２ａによ
り回線交換機能が提供されている。また、セルＡに隣接するセルＢには基地局（ＢＳ）３
が設けられており、セルＢに在圏している移動通信端末である移動機の通信制御は基地局
３が行っている。基地局３は回線交換ベアラ３ａおよびパケットベアラ３ｂを有しており
、回線交換ベアラ３ａにより回線交換機能が提供され、パケットベアラ３ｂによりパケッ
ト交換機能が提供されている。すなわち、基地局２はパケット交換機能を備えていないが
、基地局３はパケット交換機能を備えている。なお、図示していない基地局も含めて、全
ての基地局は回線交換機能を備えているが、パケット交換機能をも備える基地局はその一
部とされている。
【００２９】
ここで、移動機１が、回線交換機能しかサポートしていない基地局２を備えるセルＡに在
圏すると、データ通信を行う際には回線交換ベアラ２ａを使用してデータ通信を行うこと
になる。従って、データ通信を行う毎に通信チャネルの割り当て処理を実行して通信チャ
ネルを割り当ててデータ通信を行う必要があり、大きなサイズのデータの通信は効率的に
行えるもの、サイズの小さいデータの通信は効率的な通信ができないことになる。これに
対して、移動機１が、回線交換機能およびパケット交換機能を共にサポートしている基地
局３を備えるセルＢに在圏すると、データ通信を行う際に回線交換ベアラ３ａあるいはパ
ケットベアラ３ｂのいずれかを選択してデータ通信を行うことができる。従って、大きな
サイズのデータの通信は回線交換ベアラを使用して効率的に行えると共に、サイズの小さ
いデータの通信はパケットベアラ３ｂを使用して効率的にデータ通信を行うことができる
ようになる。
【００３０】
そこで、本発明にかかる移動通信網では、図２および図３に示すフローチャートで示され
る移動機在圏処理を移動機１が実行することにより、セルＢ等の回線交換機能およびパケ
ット交換機能をサポートしているセルに移動機１を極力在圏させるようにしている。
図２および図３に示す移動機在圏処理のフローチャートを説明する前に、前提となる移動
機と基地局との接続の確立について説明する。移動通信端末である移動機において電源が
投入された際には、基地局との制御を確立するために、最初に基地局から送信されている
報知チャネル（ＢＣＣＨ）がサーチされる。この場合、移動機の周囲には複数の基地局（
セル）が存在していることから、移動機は複数の基地局からの報知チャネルを受信するこ
とができる。この報知チャネルの候補チャネルはとまり木チャネルといわれ、とまり木チ
ャネルの候補となる複数のチャネルが移動機を製造する段階で予め移動機内に記憶されて
いる。そこで、電源を投入した際に移動機はとまり木チャネルをスキャンすることにより
、それぞれのとまり木チャネルの搬送波電力レベルを検出する。次いで、搬送波電力のレ
ベル順とされたとまり木チャネルのレベル順テーブルを作成し、このレベル順テーブルの
順番で該当するチャネルに同期し、共通制御チャネルであることの確認を行い報知チャネ
ルを受信することにより、移動機と基地局との接続を確立するようにしている。
【００３１】
そして、本発明にかかる移動通信網においては、回線交換機能およびパケット交換機能を
サポートしているセルに移動機を極力在圏させるために、受信した報知チャネルの報知情
報メッセージから、報知チャネルを送信している基地局がパケット交換機能をサポートし
ているか否かを認識する。ここで、接続の確立された基地局がパケット交換機能をサポー
トしている場合は、そのまま当該基地局におけるセルに在圏すればよい。また、パケット
交換機能をサポートしていない場合は、レベル順テーブルにおける次の順番のとまり木チ
ャネルの報知チャネルを受信して、当該報知チャネルを送信している基地局がパケット交
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換機能をサポートしているか否かを認識する。この処理においても、報知チャネルを送信
している基地局がパケット交換機能をもサポートしていない場合は、繰り返し上記処理を
行う。これにより、周辺に位置するパケット交換機能をもサポートしているセルが存在す
れば、そのセルに在圏することができるようになる。しかしながら、上記処理を実行する
ことによりパケット交換機能をもサポートしているセルに在圏させるには、電源投入した
時点からユーザが違和感を覚えるほどの処理時間がかかる場合が生じるおそれがある。
【００３２】
そこで、本発明にかかる移動通信網においては、図２および図３のフローチャートで示す
移動機在圏処理を移動機１が実行するようにしている。この場合、移動機１は以前在圏し
たパケット交換機能をもサポートしている基地局のとまり木チャネル番号を記憶している
ことが前提とされている。
図２および図３のフローチャートで示す移動機在圏処理を説明すると、電源を投入した際
やタイマ起動により移動機在圏処理はスタートされ、ステップＳ１にて電源投入あるいは
通信終了後の通常待ち受け時か否かが判断される。ここで、電源投入あるいは通常待ち受
け時と判断されるとステップＳ２に進んで現在在圏しているセルはパケット交換機能をも
サポートしているか否かが判断される。この場合、在圏しているセルの基地局が送信して
いる報知チャネルの報知情報メッセージから、パケット交換機能をサポートしているか否
かを判断する。ここで、在圏しているセルがパケット交換機能をサポートしていると判断
された場合は、ステップＳ９に分岐してパケット交換機能をサポートしている現在在圏し
ているセルにそのまま在圏するようにして移動機在圏処理は終了する。
【００３３】
また、ステップＳ２にて在圏しているセルがパケット交換機能をサポートしていないと判
断された場合は、ステップＳ３に進んでとまり木チャネル番号ｎを１に設定し、ステップ
Ｓ４にて記憶されている最初のとまり木チャネル番号「１」における搬送波電力のレベル
が検出される。次いで、ステップＳ５にて検出されたレベルがパケット待ち受け許可レベ
ル差以内か否かが判断される。ここで、検出されたレベルがパケット待ち受け許可レベル
差以内であれば、ステップＳ１０に分岐してそのとまり木チャネル番号に対応するパケッ
ト交換機能をサポートしているセルに在圏するようにする。具体的に例を上げて説明する
と、図１に示す移動機１は、例えばセルＢに在圏したことがあり移動機１には少なくとも
セルＢのとまり木チャネルが記憶されているものとする。そこで、移動機１において電源
を投入した際や通信終了後の通常待ち受け時において、記憶されているセルＢのとまり木
チャネルにおける搬送波電力レベルを検出する。この際、移動機１は図１に示すようにセ
ルＢの周縁部に位置しているため、セルＡのレベルより若干小さいもののパケット待ち受
け許可レベル差以内の十分なレベルが得られる。これにより、移動機１はセルＢに在圏す
ることができるようになる。このように、移動機１はわずかな処理時間を費やすだけでパ
ケット交換機能をもサポートしているセルＢに直ちに在圏することができ、回線交換ベア
ラ３ａあるいはパケットベアラ３ｂを選択して効率的にデータ通信を行うことができるよ
うになる。
【００３４】
また、ステップＳ５にて設定されたとまり木チャネルの検出されたレベルがパケット待ち
受け許可レベル差以内でないと判断された場合は、ステップＳ６に進んで設定されている
とまり木チャネルが記憶されている最後のチャネルか否かが判断される。ここでは、ｎ＝
１に設定されているので最後のチャネルではないと判断されてステップＳ７に進みｎが１
だけインクリメントされとまり木チャネル番号ｎが次のとまり木チャネルの番号とされる
。そして、ステップＳ４に戻り上述したパケット交換機能をサポートするセルをサーチす
る処理が繰り返し行われるようになる。この処理において、順次インクリメントされたい
ずれかのとまり木チャネル番号において検出されたレベルがパケット待ち受け許可レベル
差以内と判断された場合は、ステップＳ１０に分岐してそのとまり木チャネル番号に対応
するパケット交換機能をサポートしているセルに在圏して移動機在圏処理は終了する。ま
た、記憶されている最後のとまり木チャネル番号まで処理しても検出されたレベルがパケ
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ット待ち受け許可レベル差以内でないと判断された場合は、ステップＳ６からステップＳ
１１に分岐して、在圏するパケット交換機能の未サポートセルに在圏するようにされる。
このように、以前在圏したことのあるパケット交換機能のサポートセルのとまり木チャネ
ルをスキャンしていくようにしたので、移動機１はユーザに違和感を与えることなくわず
かな処理時間を費やすだけで、パケット交換機能をもサポートしているセルに在圏できる
確率を高くすることができるようになる。
【００３５】
ところで、ステップＳ１にて通常待ち受け時ではないと判断された場合は、ステップＳ８
に進んでユーザがデータ通信の起動要求をしているか判断される。ここで、データ通信の
起動要求をしていないと判断された場合は、ステップＳ１に戻り通常待ち受けになるかデ
ータ通信の起動要求が発生するまで待機される。
また、ステップＳ８にてユーザがデータ通信の起動要求をしていると判断された場合は、
図３に示すステップＳ１２に進む。このステップＳ１２にて現在在圏しているセルはパケ
ット交換機能をもサポートしているか否かが判断される。この場合、在圏しているセルの
基地局が送信している報知チャネルの報知情報メッセージから、パケット交換機能をサポ
ートしているか否かを判断する。ここで、在圏しているセルがパケット交換機能をサポー
トしていると判断された場合は、ステップＳ１８に分岐してパケット交換機能をサポート
している現在在圏しているセルにそのまま在圏するようにして移動機在圏処理は終了する
。
【００３６】
また、ステップＳ１２にて在圏しているセルがパケット交換機能をサポートしていないあ
るいはパケット交換機能をサポートしているがパケットベアラの使用が規制されているパ
ケット規制セルと判断された場合は、ステップＳ１３に進んでタイマが起動される。次い
で、ステップＳ１４にてとまり木チャネル番号をスキャンしてパケット待ち受け許可レベ
ル差以内のパケット交換機能をサポートしているセルをサーチし、該当するセルがサーチ
できたか否かがステップＳ１５にて判断される。ここで、パケット待ち受け許可レベル差
以内のパケット交換機能をサポートしているセルがサーチできたと判断された場合は、ス
テップＳ１９に分岐してパケット交換機能をサポートしているサーチされたセルに在圏す
る。そして、移動機在圏処理は終了する。
【００３７】
具体的に例を上げて説明すると、図１に示すように移動機１はセルＡに在圏しており、移
動機１においてデータ通信の起動要求ボタンをユーザが操作したとする。この場合、セル
Ａはパケット交換機能をサポートしていないので、移動機１はとまり木チャネルをスキャ
ンしてセルＢにおけるとまり木チャネルを受信し、その搬送波電力レベルを検出する。こ
の際、移動機１は図１に示すようにセルＢの周縁部に位置しているため、セルＡのレベル
より若干小さいもののパケット待ち受け許可レベル差以内の十分なレベルが得られる。さ
らに、その報知チャネルの報知情報メッセージからセルＢがパケット交換機能をサポート
していることを認識することができ、この結果、移動機１はセルＢに在圏することができ
るようになる。これにより、移動機１はわずかな処理時間を費やすだけでパケット交換機
能をもサポートしているセルＢに在圏することができ、回線交換ベアラ３ａあるいはパケ
ットベアラ３ｂを選択して効率的にデータ通信を行うことができるようになる。
【００３８】
また、ステップＳ１５にてサーチできなかったと判断された場合はステップＳ１６にてタ
イマ時間が終了したか否かが判断されて、タイマ時間が終了するまでステップＳ１４およ
びステップＳ１５の処理が繰り返し行われる。そして、ステップＳ１９へ分岐することな
くタイマ時間が終了した場合は、ステップＳ１７に進んで在圏するパケット交換機能の未
サポートセルに在圏するようにされる。そして、移動機在圏処理は終了する。移動機在圏
処理が終了すると、ユーザが起動要求したデータ通信がスタートされ、例えば、メールの
送信処理や受信処理あるいはウェブへのアクセスが行われるようになる。このように、デ
ータ通信起動要求がされた場合はタイマ時間中だけパケット交換機能をサポートするセル
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のサーチを行うようにしたので、移動機１はユーザに違和感を与えることなく、パケット
交換機能をもサポートしているセルに在圏するための処理を行うことができるようになる
。
【００３９】
このようにして、移動機１を回線交換機能に加えてパケット交換機能をもサポートするセ
ルに極力在圏させることができるようになる。図１に戻り、基地局２および基地局３は、
ＭＳＣ（ Mobile Switching Center）４に接続されている。ＭＳＣ４は、ＳＭＳＣ５、Ｄ
ＡＳ７、ＰＭＳＣ９の各ベアラ交換機と基地局２，３，・・・とを中継する交換機である
。ＳＭＳＣ（ Short Message Service Center）５はショートメッセージベアラをサポート
するショートメッセージ用の交換機であり、ＭＭＴＡ（ Mobile Message Transfer Agent
）１０がメールを受信したとするとメール着信を通知するための Notificationを作成し、
その NotificationをＳＭＳＣ５が中継してＭＳＣ４および基地局３を介してメール相手先
である、例えばセルＢに在圏する移動機１に送信する。なお、ＭＭＴＡ１０はメールを受
信するメール受信サーバであり、他の移動機からのショートメッセージやインターネット
１３から送られたＥ－メールのメールデータをメールボックス（ＭＳＳ）１１に格納して
いる。ＤＡＳ（ Direct Access System）７は、回線交換ベアラをサポートする交換機であ
り、例えばセルＢに在圏する移動機１との間で回線交換ベアラを使用して通信する際に、
移動機１－基地局３－ＭＳＣ４－ＤＡＳ７のルートで接続される。この場合、移動機１，
基地局３，ＭＳＣ４およびＤＡＳ７における回線交換ベアラによりノード間が相互に接続
されるようになる。
【００４０】
ＰＭＳＣ（ Packet Mobile Switching Center）９は、パケットベアラをサポートする交換
機であり、例えばセルＢに在圏する移動機１との間でパケットベアラを使用してデータ通
信する際に、移動機１－基地局３－ＭＳＣ４－ＰＭＳＣ９のルートで接続される。この場
合、移動機１，基地局３，ＭＳＣ４およびＤＡＳ７におけるパケットベアラによりノード
間が相互に接続されるようになる。ＳＭＳＣ５，ＤＡＳ７およびＰＭＳＣ９が接続されて
いるＭＭＡＰ（ Mobile Message Access Protocol）６は移動機へのメール送信サーバであ
り、移動機からのメール受信要求時にメールボックス１１に格納されているメールデータ
を移動機１へ配信している。また、ＷＧＷ（ Web Gateway System）８はＤＡＳ７およびＰ
ＭＳＣ９とインターネット１３との間に配置されており、移動通信網のプロトコルとイン
ターネットプロトコルとのゲートウェイの役割を果たしており、これにより移動機におい
てインターネット１３から種々のサービスを受けることが可能となる。
【００４１】
例えば、移動機１がインターネット１３上にあるコンテンツのアドレスをＵＲＬ（ Unifor
m Resource Locator）によって指定することにより、移動機１上にインターネットのコン
テンツを取得することができる。この場合のコンテンツの大きさは２０ kByteまでとされ
ており、移動機１に対してより表現力の高いコンテンツをダウンロードすることができる
。また、比較的小容量のデータは、パケットベアラを使用してコンテンツを取得すること
により、短時間で取得できるようになる。さらに、移動機１に対してＪａｖａ（登録商標
：ＴＭ）アプリケーションプログラムのダウンロードをすることによって、ゲームを始め
とする各種アプリケーションのダウンロードが可能となる。なお、移動機が初めて電源を
投入した際には、ＭＳＩＡ（ Mobile Station Information Agent）１２に自動的に接続さ
れて、制御情報をＭＳＩＡ１２からダウンロードすることにより移動機の初期設定が自動
的に行われる。この初期設定の１つではファイルサイズの閾値が設定される。そして、閾
値までの大きさのサイズのファイルを移動機がダウンロードする際は、パケットベアラを
選択して接続し、閾値を超えた場合に回線交換ベアラを選択して接続するようにしている
。そこで、ＭＳＩＡ１２はパケットベアラと回線交換ベアラとの使用の振り分けを任意の
値の閾値に変更することにより移動機毎に自在に行うことができる。この場合、移動通信
網の全体の通信状況を見てパケットベアラおよび回線交換ベアラの使用頻度が最適化され
るように閾値を決定することが好適とされる。
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【００４２】
次に、移動機１が移動機１が図２および図３に示す移動機在圏処理を実行することにより
、回線交換機能に加えてパケット交換機能をもサポートするセルＢに在圏した場合の本発
明にかかるベアラ選択方法を説明する。
移動機１が使用するベアラを選択する場合は、在圏しているセルの状態と起動されたアプ
リケーションの種類により効率的にベアラを選択するようにしている。以下に、メールを
扱う場合とＨＴＴＰ（ Hypertext Transfer Protocol）を使用してアクセスする場合とを
具体的に説明する。
【００４３】
１．メール
メールを受信する際に移動機１が使用するベアラは、原則としてメールアプリケーション
あるいはメール着信を移動機１に通知する Notificationで通知されたベアラを使用する。
例えば、移動機１は Notification 受信時にそのベアラコントロールフィールドをチェッ
クし、ベアラコントロールフィールドで指定されているベアラを優先的に使用して、着信
されたメールを受信するようにする。 Notification のデータ構造の概要を図１２に示す
。この図に示すように、 Notification は User Information Data Blockと LS6Information
 Data Blockとからなり、 User Information Data Blockの一部を構成している EMMTP内に
ベアラコントロールフィールド（ Bearer Control）が定義されている。このベアラコント
ロールフィールドで指定されたベアラでの接続失敗時（パケット交換機能網外、パケット
交換規制中、ＡＲＱ（ Automatic Repeat reQuest）  起動失敗）には、ユーザインタフェ
ース上に再接続を行う画面が用意されている。
【００４４】
この画面からユーザが再接続を要求した場合には、前回使用していないもう一方のベアラ
を使用して接続するようにする。また、再接続を要求しなかった場合の、次回使用ベアラ
は Notification で通知されたベアラとする。ＡＲＱとは、受信側において誤りを検出し
た際に、送信側に再送要求を送り誤りの生じたデータを再度送信させるようにする制御で
ある。なお、移動機１における工場出荷時に設定されている優先ベアラは、メールをメー
ル受信サーバであるＭＭＴＡ１０へ送信する際の接続は回線交換ベアラ（ＤＡＳ）とされ
、メール送信サーバであるＭＭＡＰ６からメールを受信する際の接続はパケットベアラと
されている。
【００４５】
設定された優先ベアラを使用する際の動作について、以下に説明する。
１．１　メール送信：パケットベアラ優先
ＭＭＴＡ１０へ接続してメールを送信する際に、メールアプリケーションによりパケット
ベアラで接続することが優先されている場合は、パケットベアラを使用してメールをＭＭ
ＴＡ１０へ送信する。一般に、メールのサイズはあまり大きくないことからパケットベア
ラを使用すると効率的にメールを送信することができる。この場合のシーケンスを図１０
に示す。図１０に示すパケットベアラを使用するシーケンスにおいて、メール送信を開始
する際には、移動機（ＭＳ）１はパケットチャネルによりパケットベアラを使用すること
を移動通信網に通知する。これにより、移動機１とＰＭＳＣ９間におけるデータ通信用の
パケットチャネルが登録される（ Packet Channel Registration）。次いで、一方のエン
ドである移動機１と、他方のエンドであるＭＭＴＡ１０とのＴＣＰ（ Transmission Contr
ol Protocol）によるコネクションが確立される（ TCP Connection Open）。
【００４６】
これにより、移動機１とＰＭＳＣ９間においてパケットベアラを使用してメールを送信す
る準備ができたことになり、移動機１からパケットベアラを使用してパケット化されたメ
ールが、基地局３およびＭＳＣ４を介してＰＭＳＣ９に送信される。ＰＭＳＣ９はそのメ
ールをメール受信サーバであるＭＭＴＡ１０に送信する。ＭＭＴＡ１０は、メールを正常
に受信すると、メール送信が完了したことを通知する（ Mail Submit Complete）。この通
知は、ＰＭＳＣ９，ＭＳＣ４，基地局３を介して移動機１に送られる。この通知を移動機
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１が受信すると、ＭＭＴＡ１０とのＴＣＰコネクションが解除され（ TCP Connection Clo
se）、さらに移動機１とＰＭＳＣ９間におけるパケットチャネルが開放される（ Packet C
hannel Release）。これにより、パケットベアラを使用するメール送信は終了する。
【００４７】
ここで、図１０に示すパケットベアラを使用するシーケンスにおいてメール送信する場合
の移動機（ＭＳ）１とメール受信サーバであるＭＭＴＡ１０とのプロトコル階層で示した
接続モデルを図４に示す。移動機（ＭＳ）１のプロトコル階層は、ＯＳＩ（ Open Systems
 Interconnection）参照モデルにおけるデータリンク層に相当する回線交換ベアラ１ａと
パケットベアラ１ｂ、ＳＭＳベアラ１ｃとが最下層とされ、その上の階層がＯＳＩ参照モ
デルにおけるネットワーク層に相当するＩＰ（ Internet Protocol）層１ｄとされ、さら
にその上の階層がＯＳＩ参照モデルにおけるトランスポート層に相当するＴＣＰ層１ｅと
されている。ＴＣＰ層１ｅの上の階層は、インターネット上で電子メールの転送に利用さ
れているメール送信用のＳＭＴＰ（ Simple Mail Transfer Protocol）とメール受信用の
ＭＭＡＰ（ Mobile IMAP4 rev1）のプロトコルとされている。このＳＭＴＰ＋ＭＭＡＰ１
ｆは、ＯＳＩ参照モデルにおけるセッション層、プレゼンテーション層およびアプリケー
ション層に相当している。なお、ＳＭＳベアラはＳＭＳＣ５が移動機へ Notificationを通
知したり、あるいはショートメッセージの送受信に用いるベアラである。
【００４８】
また、基地局（ＢＳ）３およびＭＳＣ４はデータリンク層に相当する回線交換ベアラ３ａ
、４ａとパケットベアラ３ｂ、４ｂおよびＳＭＳベアラ３ｃ、４ｃとをそれぞれ備えてい
る。さらに、ＰＭＳＣ９はデータリンク層に相当するパケットベアラ９ａとイーサネット
用のＬＡＮ（ Local Area Network）インタフェース９ｂを備えている。メール受信サーバ
であるＭＭＴＡ１０は、データリンク層に相当するＬＡＮインタフェース１０ａが最下層
とされ、その上の階層がネットワーク層に相当するＩＰ（ Internet Protocol）層１０ｂ
とされ、さらにその上の階層がトランスポート層に相当するＴＣＰ層１０ｃとされている
。ＴＣＰ層１０ｃの上の階層はメールの転送に用いられるプロトコルＳＭＴＰ１０ｄとさ
れている。
【００４９】
ところで、パケットベアラ、回線交換ベアラあるいはＬＡＮインタフェースであるデータ
リンク層は、図４に示すように隣り合うノードとの間で情報転送を行う層であり、制御情
報のやりとりやデータの受け渡しが行われる層とされている。すなわち、このデータリン
ク層を使用して移動機１からＭＭＴＡ１０までデータが転送されるようになる。また、ネ
ットワーク層であるＩＰ層では、移動機１とＭＭＴＡ１０との間のルートの制御を行って
おり、ネットワーク層により移動機１とＭＭＴＡ１０との間の通信路が確定する。さらに
、トランスポート層であるＴＣＰ層では、移動機１とＭＭＴＡ１０との間の論理的な通信
路が形成され、見かけ上移動機１とＭＭＴＡ１０との間は１本の回線で接続されているか
のようになる。さらにまた、セッション層、プレゼンテーション層およびアプリケーショ
ン層に相当しているＳＭＴＰ層では、移動機１とＭＭＴＡ１０との通信ルールや、データ
の形式が規定されていると共に、アプリケーションの整合が図られている。なお、移動機
１の階層における Mailer１ｇは、メール送信やメール受信を行えるメールアプリケーショ
ンである。
【００５０】
図４に示す例において、移動機１がメール受信サーバであるＭＭＴＡ１０へパケットベア
ラを使用してメールを送信する際には、移動機１と基地局（ＢＳ）３との間、基地局３と
ＭＳＣ４との間、ＭＳＣ４とＰＭＳＣ９との間がパケットベアラにより接続され、ＰＭＳ
Ｃ９とＭＭＴＡ１０との間がイーサネット等のＬＡＮにより接続される。これにより、移
動機１とＭＭＴＡ１０との間のルートが確定されて、さらに、移動機１におけるＴＣＰ層
１ｅとＭＭＴＡ１０におけるＴＣＰ層６ｃとの間が論理的な通信路で接続されるようにな
る。この結果、移動機１におけるＳＭＴＰ１ｇによりメールを送信すると、このメールを
ＭＭＴＡ１０のＳＭＴＰ１０ｄにより受け取れるようになる。
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【００５１】
１．２　メール送信：回線交換ベアラ（ＤＡＳ）優先
ＭＭＴＡ１０へ接続してメールを送信する際に、メールアプリケーションにより回線交換
ベアラ（ＤＡＳ）で接続することが優先されている場合は、回線交換ベアラ（ＤＡＳ）を
使用してメールをＭＭＴＡ１０へ送信する。この場合、大きなサイズのメールを効率的に
送信することができる。この場合のシーケンスを図１１に示す。図１１に示す回線交換ベ
アラを使用するシーケンスにおいて、メール送信を開始する際には、移動機（ＭＳ）１と
ＤＡＳ７との間において占有する通信チャネルが設定されて、移動機（ＭＳ）１とＤＡＳ
７との間の回線が確立される（ Call Establish）。次いで、一方のエンドである移動機１
と、他方のエンドであるＭＭＴＡ１０とのＴＣＰによるコネクションが確立される（ TCP 
Connection Open）。
【００５２】
これにより、回線交換ベアラを使用してメールを送信する準備ができたことになり、移動
機１から回線交換ベアラを使用してパケット化されたメールが、基地局３およびＭＳＣ４
を介してＤＡＳ７に送信される。ＤＡＳ７はそのメールをメール受信サーバであるＭＭＴ
Ａ１０に送信する。ＭＭＴＡ１０は、メールを正常に受信すると、メール送信が完了した
ことを通知する（ Mail Submit Complete）。この通知は、ＤＡＳ７，ＭＳＣ４，基地局３
を介して移動機１に送られる。この通知を移動機１が受信すると、ＭＭＴＡ１０とのＴＣ
Ｐコネクションが解除され（ TCP Connection Close）、さらに移動機１とＤＡＳ７間に設
定されていた通信チャネルが解放される（ Call Release）。これにより、回線交換ベアラ
を使用するメール送信は終了する。
【００５３】
ここで、図１１に示す回線交換ベアラを使用するシーケンスにおいてメール送信する場合
の移動機（ＭＳ）１とメール受信サーバであるＭＭＴＡ１０とのプロトコル階層で示した
接続モデルを図５に示す。図５に示す接続モデルにおいて、図４に示す接続モデルと異な
るのはパケットベアラに替えて回線交換ベアラを用いる構成だけであるので、この構成に
ついて説明する。
図５に示す例において、ＤＡＳ７は回線交換ベアラ７ａとＬＡＮインタフェース７ｂとを
備えている。移動機１がメール受信サーバであるＭＭＴＡ１０へ回線交換ベアラを使用し
てメールを送信する際には、移動機１と基地局（ＢＳ）３との間、基地局３とＭＳＣ４と
の間、ＭＳＣ４とＤＡＳ７との間がデータリンク層である回線交換ベアラ１ａ、３ａ、４
ａ、７ａにより接続され、ＤＡＳ７とＭＭＴＡ１０との間がイーサネット等のＬＡＮ　Ｉ
／Ｆ７ｂ、１０ａにより接続される。これにより、移動機１とＭＭＴＡ１０との間のルー
トが確定されて、さらに、移動機１におけるＴＣＰ層１ｅとＭＭＴＡ１０におけるＴＣＰ
層１０ｃとの間が論理的な通信路で接続されるようになる。この結果、移動機１における
ＳＭＴＰ１ｇによりメールを送信すると、このメールをＭＭＴＡ１０のＳＭＴＰ１０ｄに
より受け取れるようになる。
【００５４】
１．３　メール受信：パケットベアラ優先
移動機１がメールを受信する際に使用するベアラは、メールアプリケーションあるいは No
tificationによりパケットベアラで接続することが優先されている場合は、パケットベア
ラを原則として使用する。ただし、以下の条件でパケットベアラと回線交換ベアラとを使
い分けるようにする。パケット交換機能をサポートするセル内で、かつ、基地局から送信
される報知情報で示されるパケットチャネルで使用可能なタイムスロット数が３タイムス
ロットとされている場合は、パケットベアラを使用して接続する。また、報知情報で示さ
れるパケットチャネルで使用可能なタイムスロット数が２タイムスロットとされている場
合も、パケットベアラを使用して接続する。そして、報知情報で示されるパケットチャネ
ルで使用可能なタイムスロット数が１タイムスロットとされている場合は、伝送速度が限
られるため回線交換ベアラを使用して接続する。ただし、送信サーバ（ＭＭＡＰ６）への
コマンドが DELETEまたは ALLDELTEの場合は、パケットベアラで接続してそのコマンドを送
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るようにする。さらに、パケット交換機能をサポートしているエリア外に位置している際
や、パケットベアラを使用して接続することが規制されている場合は、回線交換ベアラを
使用して接続する。
【００５５】
次に、パケットベアラを使用して接続するシーケンスを図１３に示す。
図１３に示すパケットベアラを使用するシーケンスにおいて、メールがＭＭＴＡ１０で受
け取られると、メール受信サーバであるＭＭＴＡ１０はメール着信を通知するための Noti
ficationを作成し、その NotificationをＳＭＳＣ５が中継してＳＭＳベアラを使用してＭ
ＳＣ４および基地局３を介してメールの宛先である移動機１に送信する。同時に、ＭＭＴ
Ａ１０はメールデータをＭＳＳ１１に格納する。移動機１はメールの着信があったことを
認識し、ユーザがそのメールを受信する操作をした際に、移動機１はパケットチャネルに
よりパケットベアラを使用することを移動通信網に通知する。これにより、移動機１とＰ
ＭＳＣ９間において使用するパケットチャネルが登録される（ Packet Channel Registrat
ion）。次いで、一方のエンドである移動機１と、他方のエンドであるＭＭＡＰ６とのＴ
ＣＰ（ Transmission Control Protocol）によるコネクションが確立される（ TCP Connect
ion Open）。これにより、移動機１のＴＣＰ層とＭＭＡＰ６のＴＣＰ層とが接続され、パ
ケットベアラを使用してメールを受信する準備ができたことになる。
【００５６】
そして、移動機１からパケットベアラを使用してメールを得るＧＥＴコマンドが、基地局
３およびＭＳＣ４を介してＰＭＳＣ９に送信される。ＰＭＳＣ９はそのＧＥＴコマンドを
メール送信サーバであるＭＭＡＰ６に送信する。ＭＭＡＰ６は、このＧＥＴコマンドを受
けて移動機１宛のメールデータをＭＳＳ１１から読み出してＰＭＳＣ９に送る。ＰＭＳＣ
９は、このメールデータをパケットベアラを使用してＭＳＣ４および基地局３を介して移
動機１へ送る。これにより、移動機１はメールを取得することができ、受け取ったことを
通知する G-ACK信号を基地局３およびＭＳＣ４を介してＰＭＳＣ９に送信する。ＰＭＳＣ
９はその G-ACK信号をメール送信サーバであるＭＭＡＰ６に送信する。この G-ACK信号をＭ
ＭＡＰ６が受信すると、ＭＭＡＰ６と移動機１とのＴＣＰコネクションが解除され（ TCP 
Connection Close）、さらに移動機１とＰＭＳＣ９間におけるパケットチャネルが解放さ
れる（ Packet Channel Release）。これにより、パケットベアラを使用するメール受信は
終了する。
【００５７】
ここで、図１３に示すパケットベアラを使用するシーケンスにおいてメール受信する場合
の移動機（ＭＳ）１とメール送信サーバであるＭＭＡＰ６とのプロトコル階層で示した接
続モデルを図６に示す。
図６に示すようにメール送信サーバであるＭＭＡＰ６は、データリンク層に相当するＬＡ
Ｎインタフェース６ａが最下層とされ、その上の階層がＩＰ（ Internet Protocol）層６
ｂとされ、さらにその上の階層がトランスポート層に相当するＴＣＰ層６ｃとされている
。ＴＣＰ層６ｄの上の階層はメールを受信するプロトコルＩＭＡＰ（ Internet Messaging
 Access Protocol）をモバイル用に拡張したプロトコルＭＭＡＰ６ｄとされている。
【００５８】
ところで、パケットベアラ、回線交換ベアラあるいはＬＡＮインタフェースであるデータ
リンク層は、図６に示すように隣り合うノードとの間で情報転送を行う層であり、制御情
報のやりとりやデータの受け渡しが行われる層とされている。すなわち、このデータリン
ク層を使用して移動機１とＭＭＡＰ６との間でデータが転送されるようになる。また、ネ
ットワーク層であるＩＰ層では、移動機１とＭＭＡＰ６との間のルートの制御を行ってお
り、ネットワーク層により移動機１とＭＭＡＰ６との間の通信路が確定する。さらに、ト
ランスポート層であるＴＣＰ層では、移動機１とＭＭＡＰ６との間の論理的な通信路が形
成され、見かけ上移動機１とＭＭＡＰ６との間は１本の回線で接続されているかのように
なる。さらにまた、セッション層、プレゼンテーション層およびアプリケーション層に相
当しているＭＭＡＰ層では、移動機１とＭＭＡＰ６との通信ルールや、データの形式が規
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定されていると共に、アプリケーションの整合が図られている。
【００５９】
図４に示す例において、移動機１がメール送信サーバであるＭＭＡＰ６からパケットベア
ラを使用してメールを受信する際には、移動機１と基地局（ＢＳ）３との間、基地局３と
ＭＳＣ４との間、ＭＳＣ４とＰＭＳＣ９との間がデータリンク層であるパケットベアラに
より接続され、ＰＭＳＣ９とＭＭＡＰ６との間がイーサネット等のＬＡＮ　Ｉ／Ｆにより
接続される。これにより、移動機１とＭＭＡＰ６との間のルートが確定されて、さらに、
移動機１におけるＴＣＰ層１ｅとＭＭＡＰ６におけるＴＣＰ層６ｃとの間が論理的な通信
路で接続されるようになる。この結果、ＭＭＡＰ６におけるＭＭＡＰ６ｄより送信された
メールが、移動機１におけるＭＭＡＰ１ｆにより受信されるようになる。
【００６０】
１．４　メール受信：パケットベアラ強制
移動機１がメールを受信する際に、強制的にパケットベアラで接続する。この場合、基地
局から送信される報知情報で示されるパケットチャネルで使用可能なタイムスロット数に
関わらず、パケットベアラを使用して接続する。この場合のパケットベアラを使用して接
続するシーケンスは図１３に示すシーケンスと同様であり、プロトコル階層で示した移動
機（ＭＳ）１とメール送信サーバであるＭＭＡＰ６との接続モデルも前記１．３で説明し
た図６に示す接続モデルと同様になる。
【００６１】
１．５　メール受信：回線交換ベアラ優先
移動機１がメールを受信する際に使用するベアラは、メールアプリケーションあるいは No
tificationにより回線交換ベアラで接続することが優先されている場合は、回線交換ベア
ラを使用する。この場合の回線交換ベアラを使用して接続するシーケンスを図１４に示す
。
図１４に示す回線交換ベアラを使用するシーケンスにおいて、メールをＭＭＴＡ１０が受
け取ると、メール受信サーバであるＭＭＴＡ１０はメール着信を通知するための Notifica
tionを作成し、その NotificationをＳＭＳＣ５が中継してＳＭＳベアラを使用してＭＳＣ
４および基地局３を介してメールの宛先である移動機１に送信する。同時に、ＭＭＴＡ１
０はメールデータをＭＳＳ１１に格納する。
【００６２】
移動機１はメールの着信があったことを認識し、ユーザがそのメールを受信する操作をし
た際に、移動機（ＭＳ）１とＤＡＳ７との間において占有する通信チャネルが設定されて
、移動機（ＭＳ）１とＤＡＳ７との間の回線が確立される（ Call Establish）。次いで、
一方のエンドである移動機１と、他方のエンドであるＭＭＡＰ６とのＴＣＰ（ Transmissi
on Control Protocol）によるコネクションが確立される（ TCP Connection Open）。これ
により、移動機１のＴＣＰ層とＭＭＡＰ６のＴＣＰ層とが接続され、回線交換ベアラを使
用してメールを受信する準備ができたことになる。
【００６３】
そして、移動機１から回線交換ベアラを使用してメールを得るＧＥＴコマンドが、基地局
３およびＭＳＣ４を介してＤＡＳ７に送信される。ＤＡＳ７はそのＧＥＴコマンドをメー
ル送信サーバであるＭＭＡＰ６に送信する。ＭＭＡＰ６は、このＧＥＴコマンドを受けて
移動機１宛のメールデータをＭＳＳ１１から読み出してＤＡＳ７に送る。ＤＡＳ７は、こ
のメールデータを回線交換ベアラを使用してＭＳＣ４および基地局３を介して移動機１へ
送る。これにより、移動機１はメールを取得することができ、受け取ったことを通知する
G-ACK信号を基地局３およびＭＳＣ４を介してＤＡＳ７に送信する。ＤＡＳ７はその G-ACK
信号をメール送信サーバであるＭＭＡＰ６に送信する。この G-ACK信号をＭＭＡＰ６が受
信すると、ＭＭＡＰ６と移動機１とのＴＣＰコネクションが解除され（ TCP Connection C
lose）、さらに移動機１とＤＡＳ７間において設定されていた通信チャネルが開放される
（ Packet Channel Release）。これにより、回線交換ベアラを使用するメール受信は終了
する。
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【００６４】
ここで、図１４に示す回線交換ベアラを使用するシーケンスにおいてメール受信する場合
の移動機（ＭＳ）１とメール送信サーバであるＭＭＡＰ６とのプロトコル階層で示した接
続モデルを図７に示す。図７に示す接続モデルにおいて、図６に示す接続モデルと異なる
構成はパケットベアラに替えて回線交換ベアラを用いる構成だけであるので、この構成に
ついて説明する。
図７に示すように、ＤＡＳ７は回線交換ベアラ７ａとＬＡＮインタフェース７ｂとを備え
ている。移動機１がメール送信サーバであるＭＭＡＰ６から回線交換ベアラを使用してメ
ールを受信する際には、ＤＡＳ７とＭＳＣ４との間、ＭＳＣ４と基地局３との間、基地局
（ＢＳ）３と移動機１との間がデータリンク層である回線交換ベアラ７ａ、４ａ、３ａ、
１ａにより接続され、ＤＡＳ７とＭＭＡＰ６との間がイーサネット等のＬＡＮ　Ｉ／Ｆに
より接続される。これにより、移動機１とＭＭＡＰ６との間のルートが確定されて、さら
に、移動機１におけるＴＣＰ層１ｅとＭＭＡＰ６におけるＴＣＰ層６ｃとの間が論理的な
通信路で接続されるようになる。この結果、この結果、ＭＭＡＰ６におけるＭＭＡＰ６ｄ
により送信されたメールが、移動機１におけるＭＭＡＰ１ｆにより受信されるようになる
。
【００６５】
２．ＨＴＴＰ
インターネット上のＷＷＷ（ World Wide Web）へのＨＴＴＰ関連アクセスは、基本的にパ
ケットベアラを使用する。また、Ｊａｖａ T Mアプリケーションプログラムは、圧縮形式が
ＪＡＲ（ Java ARchive）とされたプログラム本体であるＪＡＲファイルとＪＡＲファイル
に関する情報をふくんでいるＪＡＤ（ Java Application Descriptor）ファイルから構成
されており、このＪＡＲファイルをＨＴＴＰを使用してダウンロードするダウンロード要
求時は、パケット交換において使用可能なタイムスロット数毎にファイルサイズの閾値を
定め、ファイルサイズとパケットタイムスロット数に基づいてパケットベアラあるいは回
線交換ベアラのいずれかを選択する。この場合、各タイムスロット数における閾値までの
大きさのサイズのファイルをダウンロードする際は、パケットベアラを選択して接続し、
各タイムスロット数における閾値を超えた場合に回線交換ベアラを選択して接続する。１
タイムスロットないし３タイムスロットのタイムスロット数毎に規定されるファイルサイ
ズの閾値は、ＭＳＩＡ（ Mobile Station Information Agent）１２から取得された制御情
報に基づいて設定される。なお、ＭＳＩＡ１２には移動機が初めて電源を投入した際に自
動的に接続されて、制御情報をダウンロードすることにより移動機の初期設定が自動的に
行われる。また、上位レイヤ（ Markup Language等）よりいずれかのベアラが指定された
場合は、指定されたベアラを優先して接続が試みられる。
【００６６】
ここで、パケットベアラを使用して移動機１がインターネット１３上の Webサーバ１４に
アクセスする場合の移動機（ＭＳ）１と Webサーバ１４とのプロトコル階層で示した接続
モデルを図８に示す。移動機（ＭＳ）１のプロトコル階層は、ＯＳＩ（ Open Systems Int
erconnection）参照モデルにおけるデータリンク層に相当する回線交換ベアラ１ａとパケ
ットベアラ１ｂ、ＳＭＳベアラ１ｃとが最下層とされ、その上の階層がＯＳＩ参照モデル
におけるネットワーク層に相当するＩＰ（ Internet Protocol）層１ｄとされ、さらにそ
の上の階層がＯＳＩ参照モデルにおけるトランスポート層に相当するＴＣＰ層１ｅとされ
ている。ＴＣＰ層１ｅの上の階層は、インターネット上でサーバとクライアントとの間の
情報転送を行うプロトコルであるＨＴＴＰ１ｈ、モバイル用に拡張されたマークアップ言
語ＸＨＴＭＬ１ｉ、Ｊａｖａ T Mの実行環境を提供するＪａｖａ１ｊとされている。このＨ
ＴＴＰ１ｈ、ＸＨＴＭＬ１ｉ、Ｊａｖａ１ｊは、ＯＳＩ参照モデルにおけるセッション層
、プレゼンテーション層およびアプリケーション層に相当している。
【００６７】
また、基地局３およびＭＳＣ４はデータリンク層に相当する回線交換ベアラ３ａ、４ａと
パケットベアラ３ｂ、４ｂおよびＳＭＳベアラ３ｃ、４ｃとをそれぞれ備えている。さら
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に、ＰＭＳＣ９はデータリンク層に相当するパケットベアラ９ａとＬＡＮインタフェース
９ｂを備えている。移動通信網のプロトコルとインターネットプロトコルとのゲートウェ
イの役割を果たしているＷＧＷ８は、データリンク層に相当するＬＡＮインタフェース８
ａを備えている。なお、ＷＧＷ８は、ＬＡＮ　Ｉ／Ｆ８ａにより図１に示すインターネッ
ト１３上の Webサーバ１４に接続されている。この Webサーバ１４は、データリンク層に相
当するＬＡＮインタフェース１４ａが最下層とされ、その上の階層がネットワーク層に相
当するＩＰ層１４ｃとされ、さらにその上の階層がトランスポート層に相当するＴＣＰ層
１４ｄとされている。ＴＣＰ層１４ｄの上にはＨＴＴＰ層１４ｅが位置している。
【００６８】
図８に示す例において、移動機１がパケットベアラ１ｂを使用して上位プロトコルとして
ＨＴＴＰ１ｈにより Webサーバ１４にアクセスする際には、移動機１と基地局（ＢＳ）３
との間、基地局３とＭＳＣ４との間、ＭＳＣ４とＰＭＳＣ９との間がパケットベアラ１ｂ
、３ｂ、４ｂ、９ａにより接続され、ＰＭＳＣ９とＷＧＷ８との間、ＷＧＷ８と Webサー
バ１４との間がイーサネット等のＬＡＮ　Ｉ／Ｆ９ｂ、８ａ、１４ａにより接続される。
これにより、移動機１と Webサーバ１４との間のルートが確定されて、さらに、移動機１
におけるＴＣＰ層１ｅと Webサーバ１４のＴＣＰ層１４ｄとの間が論理的な通信路で接続
されるようになる。この結果、移動機１においてＨＴＴＰを用いて Webサーバ１４にアク
セスして、ＸＨＴＭＬで記述されたファイル等をダウンロードすることができる。ダウン
ロードしたファイルはアプリケーションであるブラウザ１ｋによりディスプレイ上に表示
される。また、 Webサーバ１４にアクセスして、 Webサーバ１４からゲーム等のＪＡＲファ
イルをダウンロードすることができる。このダウンロードしたゲーム等のＪａｖａ T Mアプ
リケーションプログラム１ｍを構成しているＪＡＲファイルは、Ｊａｖａ T M実行環境１ｊ
上において実行することができ、移動機１においてダウンロードしたゲームを行うことが
できるようになる。なお、パケットベアラを使用して Webサーバ１４にアクセスすると、
小さなサイズのファイルを効率よくダウンロードすることができるようになる。
【００６９】
次に、回線交換ベアラを使用して移動機１がインターネット１３上の Webサーバ１４にア
クセスする場合の移動機（ＭＳ）１と Webサーバ１４とのプロトコル階層で示した接続モ
デルを図９に示す。この場合は、図８に示す接続モデルと異なるのは、パケットベアラに
替えて回線交換ベアラを使用する構成だけであるのでこの構成について説明する。
図９において、ＤＡＳ７は回線交換ベアラ７ａとＬＡＮインタフェース７ｂとを備えてい
る。移動機１がインターネット１３上の Webサーバ１４にアクセスする際には、移動機１
と基地局（ＢＳ）３との間、基地局３とＭＳＣ４との間、ＭＳＣ４とＤＡＳ７との間がデ
ータリンク層である回線交換ベアラ１ａ、３ａ、４ａ、７ａにより接続され、ＤＡＳ７と
ＰＭＳＣ９とＷＧＷ８との間、ＷＧＷ８と Webサーバ１４との間がイーサネット等のＬＡ
Ｎ　Ｉ／Ｆ７ｂ、８ａ、１４ａにより接続される。
【００７０】
これにより、移動機１と Webサーバ１４との間のルートが確定されて、さらに、移動機１
におけるＴＣＰ層１ｅと Webサーバ１４のＴＣＰ層１４ｄとの間が論理的な通信路で接続
されるようになる。この結果、移動機１においてＨＴＴＰを用いて Webサーバ１４にアク
セスして、 Webサーバ１４からＸＨＴＭＬで記述されたファイルやゲーム等のＪＡＲファ
イルをダウンロードすることができる。ダウンロードしたファイルはアプリケーションで
あるブラウザ１ｋによりディスプレイ上に表示される。また、ダウンロードしたゲーム等
のＪａｖａ T Mアプリケーションプログラム１ｍを構成しているＪＡＲファイルは、Ｊａｖ
ａ T M実行環境１ｊ上において実行することができ、移動機１においてダウンロードしたゲ
ームを行うことができるようになる。なお、回線交換ベアラを使用してダウンロードする
と、大きなサイズのＪＡＲファイル等を効率よくダウンロードすることができるようにな
る。
【００７１】
以上説明した本発明にかかるベアラ選択方法を適用した移動機１が実行するベアラ選択処
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理のフローチャートを図１５ないし図１８に示す。この図１５ないし図１８に示すフロー
チャートを簡単に説明する。
移動機１においては、データ通信に関するイベントが発生した際に図１５ないし図１８に
示すフローチャートのベアラ選択処理が起動され、ステップＳ２１にてそのイベントがメ
ール送信のイベントか否かが判断される。ここで、メール送信のイベントと判断されると
、ステップＳ３０に分岐してパケットベアラで接続することが優先されている否かが判断
される。この場合、メールアプリケーションによりパケットベアラで接続することが優先
されている場合は、ステップＳ３１に進み移動機１とＰＭＳＣ９間においてパケットベア
ラを使用して通信するためのパケットチャネルが登録される。次いで、ステップＳ３２に
て移動機１とＭＭＴＡ１０間のＴＣＰコネクションが確立されて、移動機１からパケット
ベアラを使用してＭＭＴＡ１０へメールデータを送信する準備が整ったことになる。
【００７２】
そこで、ステップＳ３３にて移動機１からＭＭＴＡ１０へメールデータが送信される。こ
の場合、パケットベアラは登録されたパケットチャネルを使用してメールデータをＭＭＴ
Ａ１０まで伝送していく。そして、ＭＭＴＡ１０からメール送信完了通知を受け取ると、
移動機１はステップＳ３４にてメール送信が完了したと判断し、ステップＳ３５にてＴＣ
Ｐコネクションをクローズし、ステップＳ３６にて登録されたパケットチャネルを解除す
る。これにより、パケットベアラを使用するメール送信処理は終了してステップＳ２１に
戻り、次のイベント待ちの状態となる。なお、ステップＳ３４はＭＭＴＡ１０からメール
送信完了通知を受け取るまで待機している処理である。
【００７３】
また、ステップ３０にてパケットベアラが優先されていないと判断された場合は、メール
アプリケーションにより回線交換ベアラ（ＤＡＳ）で接続することが優先されていると判
断されてステップＳ３７に分岐する。ステップＳ３７では、移動機１とＤＡＳ７との間に
おいて回線交換ベアラが占有する回線交換用チャネルが設定されて回線が確立され、移動
機１から回線交換ベアラを使用してＭＭＴＡ１０へメール送信する準備が整ったことにな
る。
【００７４】
そこで、ステップＳ３９にて移動機１からＭＭＴＡ１０へメールデータが送信される。こ
の場合、回線交換ベアラは設定された回線交換チャネルを使用してＭＭＴＡ１０までメー
ルデータを伝送していく。そして、ＭＭＴＡ１０からメール送信完了通知を受け取ると、
移動機１はステップＳ４０にてメール送信が完了したと判断し、ステップＳ４１にてＴＣ
Ｐコネクションをクローズし、ステップＳ４２にて回線交換用チャネルを解放する。これ
により、回線交換ベアラを使用するメール送信処理は終了してステップＳ２１に戻り、次
のイベント待ちの状態となる。なお、ステップＳ４０はＭＭＴＡ１０からメール送信完了
通知を受け取るまで待機する処理である。
【００７５】
次に、前記したステップＳ２１にて発生したイベントがメール送信ではないと判断された
場合は、ステップＳ２２に進んでイベントがメール着信を知らせる Notificationの受信イ
ベントか否かが判断される。ここで、メール着信の Notificationが受信されたと判断され
た場合は、図１６に示すステップＳ５０に分岐してユーザが着信通知されたメールの受信
操作を行うまで待機される。ここで、ユーザが着信通知されたメールの受信操作を行うと
ステップＳ５１にてメールアプリケーションあるいは Notificationによりパケットベアラ
で接続することが優先されているか否かが判断される。この場合、パケットベアラで接続
することが優先されていると判断された場合は、ステップＳ５２に進みパケットベアラで
強制接続と設定されているかが判断される。
【００７６】
ここで、パケットベアラ強制接続と設定されている場合は、パケットベアラを使用してメ
ール受信するようにステップＳ５４にジャンプし、パケットベアラ強制接続と設定されて
いない場合はステップＳ５３に進み、報知情報で通知されたパケット交換で使用可能なタ
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イムスロット（ＴＳ）数が２タイムスロット以上とされているか否かが判断される。この
場合、タイムスロット（ＴＳ）数が２タイムスロット以上とされている場合は、パケット
ベアラを使用してメール受信するようにステップＳ５４に進む。ステップＳ５４では、移
動機１とＰＭＳＣ９間においてパケットベアラを使用して通信するためのパケットチャネ
ルが登録される。次いで、ステップＳ５５にて移動機１とＭＭＡＰ６間のＴＣＰコネクシ
ョンが確立され、ＭＭＡＰ６からパケットベアラを使用して移動機１がメール受信する準
備が整ったことになる。
【００７７】
そこで、ステップＳ５６にて移動機１はメール受信要求のＧＥＴコマンドを送信する。こ
のＧＥＴコマンドを受け取ったＭＭＡＰ６は、ＭＳＳ１１から該当するメールデータを読
み出してＰＭＳＣ９に渡す。ＰＭＳＣ９はパケットベアラを使用してこのメールデータを
移動機１へ送信する。パケットベアラは登録されたパケットチャネルを使用して移動機１
までメールを伝送していく。これにより、移動機１はメールデータを受信するようになる
（ステップＳ５７）。メールを受け取った移動機１は、受け取ったことを通知する G-ACK
信号をＰＭＳＣ９に送信し、ＰＭＳＣ９はその G-ACK信号をＭＭＡＰ６に送信する。この G
-ACK信号をＭＭＡＰ６が受信すると、ステップＳ５９にてＭＭＡＰ６と移動機１とのＴＣ
Ｐコネクションが解除され、さらにステップＳ６０にてステップＳ５４にて登録されたパ
ケットチャネルが解除される。これにより、パケットベアラを使用するメール受信処理は
終了し、ステップＳ２１に次の戻ってイベント待ちの状態となる。
【００７８】
また、ステップＳ５１にて Notificationによりパケットベアラを使用することが指定され
ていないと判断された場合は、回線交換ベアラを使用することが指定されていたとしてス
テップＳ６１へ分岐する。ステップＳ６１では、ステップＳ５０にて操作したメール受信
操作がＭＳＳ１１に格納されている自機のメールの ALLDELETEまたは DELETEの操作であっ
たか否かが判断される。この場合、 ALLDELETEまたは DELETEの操作でない場合は、ステッ
プＳ６２に進み移動機１とＤＡＳ７との間において回線交換ベアラが占有する回線交換用
チャネルが設定されて、移動機１とＤＡＳ７との間の回線が確立される。次いで、ステッ
プＳ６３にて一方のエンドである移動機１と、他方のエンドであるＭＭＡＰ６とのＴＣＰ
によるコネクションが確立される。これにより、移動機１が回線交換ベアラを使用してＭ
ＭＡＰ６からメールを受信する準備ができたことになる。
【００７９】
そこで、ステップＳ６４にて移動機１はメール受信要求のＧＥＴコマンドを送信する。こ
のＧＥＴコマンドを受け取ったＭＭＡＰ６は、ＭＳＳ１１から該当するメールデータを読
み出してＤＡＳ７に渡す。ＤＡＳ７は回線交換ベアラを使用してこのメールデータを移動
機１へ送信する。回線交換ベアラは、設定された回線交換用チャネルを使用して移動機１
までメールデータを伝送していく。これにより、移動機１はメールデータを受信するよう
になる（ステップＳ６５）。メールを受け取った移動機１は、受け取ったことを通知する
G-ACK信号をＤＡＳ７に送信し、ＤＡＳ７はその G-ACK信号をＭＭＡＰ６に送信する。この
G-ACK信号をＭＭＡＰ６が受信すると、ステップＳ６７にてＭＭＡＰ６と移動機１とのＴ
ＣＰコネクションが解除され、さらにステップＳ６８にてステップＳ６２にて設定された
回線交換用チャネルが解放される。これにより、回線交換ベアラを使用するメール受信処
理は終了し、ステップＳ２１に戻って次のイベント待ちの状態となる。
【００８０】
なお、ステップＳ６１にて ALLDELETEまたは DELETEの操作と判断された場合は、図１７に
示すステップＳ８０にジャンプしてＭＳＳ１１に格納されている指定されたメールの削除
処理が行われる。この削除処理においては、パケットベアラを使用して ALLDELETEまたは D
ELETEコマンドを送信するようにしている。そこで、ステップＳ８０にて移動機１とＰＭ
ＳＣ９間においてパケットベアラを使用して通信するためのパケットチャネルが登録され
る。次いで、ステップＳ８１にて移動機１とＭＭＡＰ６間のＴＣＰコネクションが確立さ
れる。そこで、ステップＳ８２にて移動機１はメール削除要求の ALLDELETEまたは DELETE
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コマンドをパケットベアラを使用してＭＭＡＰ６へ送信する。
【００８１】
この ALLDELETEまたは DELETEコマンドを受け取ったＭＭＡＰ６は、ＭＳＳ１１から該当す
るメールデータを削除（ ALLDELETEの場合は全て削除）する。次いで、ステップＳ８３に
てＭＭＡＰ６と移動機１とのＴＣＰコネクションが解除され、さらにステップＳ８４にて
移動機１とＰＭＳＣ９間におけるパケットチャネルが解放される。また、ＭＭＡＰ６はメ
ール削除を完了した際に削除完了通知をＳＭＳＣ５へ通知する。ＳＭＳＣ５は、その削除
完了通知をＳＭＳベアラを使用して移動機１へ通知する。これにより、パケットベアラを
使用するメール削除処理は終了し、ステップＳ２１に戻って次のイベント待ちの状態とな
る。
【００８２】
次に、前記したステップＳ２１にて発生したイベントがメール送信ではないと判断される
と共に、ステップＳ２２にてそのイベントがメール着信を通知する Notificationの受信で
もないと判断された場合は、ステップＳ２３に進んでウェブアクセスのイベントか否かが
判断される。ここで、ウェブアクセスのイベントと判断された場合は、図１７に示すステ
ップＳ７０に分岐する。ウェブアクセスはパケットベアラを使用してアクセスすることか
ら、ステップＳ７０にて移動機１とＰＭＳＣ９間においてパケットベアラを使用して通信
するためのパケットチャネルが登録される。次いで、ステップＳ７１にて移動機１とＵＲ
Ｌで示される Webサーバ１４との間のＴＣＰコネクションが確立される。そこで、ステッ
プＳ７２にて移動機１はＨＴＴＰにより Webサーバ１４にアクセスし、取得したＸＨＴＭ
Ｌで記述されたファイルを表示器に表示する。
【００８３】
Webサーバ１４からＪａｖａ T Mアプリケーションプログラム等のファイルをダウンロード
することができる場合は、 Webサーバ１４から移動機１へ指定したファイルをダウンロー
ドすることができる。そこで、ステップＳ７３にて移動機１において表示器の表示を見て
指定したファイルのダウンロードの操作を行ったか否かが判断される。ここで、その操作
を行っていない場合はステップＳ７４に進んでウェブ接続の終了操作を行った否かが判断
される。そして、ここで、ウェブ接続の終了操作を行った場合はステップＳ７５にて Web
サーバ１４と移動機１とのＴＣＰコネクションが解除され、さらに移動機１とＰＭＳＣ９
間において設定されていたパケットチャネルがステップＳ７６にて解放される。これによ
り、パケットベアラを使用するウェブアクセス処理は終了し、ステップＳ２１に戻って次
のイベント待ちの状態となる。なお、ウェブ接続の終了操作を行っていない場合は、ウェ
ブ接続の終了操作を行うまでステップＳ７３およびステップＳ７４の処理が繰り返し行わ
れるようになる。
【００８４】
そして、ステップＳ７３にてダウンロードの操作を行ったと判断された場合は、図１８に
示すステップＳ９０へ分岐する。ステップＳ９０では、ダウンロードするファイルのサイ
ズがＭＳＩＡ１２より取得した閾値を超えるか否かが判断され、閾値を超えないと判断さ
れた場合はステップＳ９１へ進む。この閾値は、パケット交換において使用可能なタイム
スロット数毎に定められたファイルサイズの閾値とされる。ステップＳ９１では、報知情
報により通知されているパケット交換において使用可能なタイムスロット数が２以上とさ
れているか否かが判断される。ここで、通知されているタイムスロット数が２以上とされ
ている場合は、ステップＳ９２に進んでパケットベアラが使用されてＨＴＴＰにより Web
サーバ１４から指定したファイルが移動機１へダウンロードされる。
【００８５】
そして、ステップＳ９３にてダウンロードが終了するまで待機されて、ダウンロードが終
了するとステップＳ９４にて Webサーバ１４と移動機１とのＴＣＰコネクションが解除さ
れ、さらにステップＳ９５にて移動機１とＰＭＳＣ９間において設定されていたパケット
チャネルが解放される。これにより、パケットベアラを使用するダウンロード処理は終了
し、ステップＳ２１に戻って次のイベント待ちの状態となる。なお、ダウンロードが終了
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した際にステップＳ７３に戻るようにして複数のファイルをダウンロードできるようにし
てもよい。
【００８６】
また、ステップＳ９０にてダウンロードするファイルのサイズがＭＳＩＡ１２より取得し
た閾値を超えていると判断された場合、および、ステップＳ９１にてパケット交換により
使用可能なタイムスロット数が１と判断された場合は、回線交換によりファイルのダウン
ロードを行うようにステップＳ９６へ分岐する。そして、ステップＳ９６にて Webサーバ
１４と移動機１とのＴＣＰコネクションが解除され、さらにステップＳ９７にて移動機１
とＰＭＳＣ９間において設定されていたパケットチャネルが解放される。続いて、ステッ
プＳ９８にて移動機１とＤＡＳ７との間において回線交換ベアラが占有する回線交換用チ
ャネルが設定されて、移動機１とＤＡＳ７との間の回線が確立される。次いで、ステップ
Ｓ９９にて一方のエンドである移動機１と、他方のエンドである Webサーバ１４とのＴＣ
Ｐによるコネクションが確立される。
【００８７】
そして、ステップＳ１００にて回線交換ベアラを使用してＨＴＴＰにより Webサーバ１４
から指定したファイルが移動機１へダウンロードされる。そして、ステップＳ１０１にて
ダウンロードが終了するまで待機されて、ダウンロードが終了するとステップＳ１０２に
て Webサーバ１４と移動機１とのＴＣＰコネクションが解除され、さらにステップＳ１０
３にて移動機１とＤＡＳ７間に設定されていた回線交換用チャネルが解放される。これに
より、回線交換ベアラを使用するダウンロード処理は終了し、ステップＳ２１に戻って次
のイベント待ちの状態となる。なお、ダウンロードが終了した際にステップＳ７３に戻る
ようにして複数のファイルをダウンロードできるようにしてもよい。
【００８８】
ここで、Ｊａｖａ T Mアプリケーションプログラムを移動機にダウンロードする際の付加的
な説明を行う。
Ｊａｖａ T Mアプリケーションプログラムは、１つのＪＡＤ（ Java Application Descripto
r）ファイルとそれに対応する１つのＪＡＲ（ Java Archive）ファイルとで構成されてい
る。ＪＡＤファイルは、対応するＪＡＲファイルやＪａｖａ T Mアプリケーションプログラ
ムに関する情報（属性）が示されたテキストファイルであり、アプリケーション名やバー
ジョン、ＪＡＲファイルの存在位置を示すＵＲＬ、ＪＡＲファイルのサイズ等の情報が含
まれている。ＪＡＤファイルはアプリケーションマネージャー（ＡＭ）がＪａｖａ T Mアプ
リケーションプログラムを管理するために使用される。アプリケーションマネージャーは
、ＪＡＤファイルの情報を利用し、Ｊａｖａ T Mアプリケーションプログラムファイル（Ｊ
ＡＲファイル）をダウンロードする前に、当該Ｊａｖａ T Mアプリケーションプログラムが
共通Ｊａｖａ T M実行環境に適しているか否かを検証する。また、ＪＡＲファイルはＪａｖ
ａ T Mアプリケーションプログラムを実行するために使用される圧縮あるいは非圧縮のバイ
ナリファイルである。ＪＡＲファイルは、マニフェストファイル、Ｊａｖａ T Mアプリケー
ションプログラムで使用される全クラスファイル、Ｊａｖａ T Mアプリケーションプログラ
ムが使用するリソースファイル（画像、サウンド等）を含んでいる。
【００８９】
Ｊａｖａ T Mアプリケーションプログラムをダウンロードする場合には、Ｊａｖａ T Mアプリ
ケーションプログラムが属性情報を中心としたヘッダ部分（ＪＡＤファイル）とアプリケ
ーション本体（ＪＡＲファイル）の二つで構成されていることを利用する。Ｊａｖａ T Mア
プリケーションプログラムをダウンロードする移動機は、内蔵する不揮発性メモリに格納
されているネットワーク状態を示すネットワーク情報を移動機から呼び出してそれに応じ
たベアラ選択を行うようにしている。ネットワーク情報は、ＨＴＴＰに関する情報とされ
、基地局から送信される報知情報で示されるパケットチャネルで使用可能なタイムスロッ
ト数に対するＪＡＲファイル等のダウンロードサイズの情報等とされている。
【００９０】
Ｊａｖａ T Mアプリケーションプログラムをダウンロードする際の基本的なダウンロード手
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順を以下に示す。
１．移動機が待受け状態からブラウザーを起動させて、ブラウザーモードとする。
２．ＨＴＴＰを使用して取得した画面に表示されたメインメニューからＪａｖａ T Mアプリ
ケーションプログラムがアンカされているＷｅｂサイトへのアクセスを行う。すなわち、
ユーザ操作により、そのＷｅｂサイトにアンカ（＜Ａ＞タグ等により）される所望のＪａ
ｖａ T Mアプリケーションプログラムの選択をブラウザー上において行うことにより、アン
カで指定されるＵＲＬのＷｅｂサーバから、当該Ｊａｖａ T Mアプリケーションプログラム
に関するＪＡＤファイルのダウンロードが行われる。この場合、ブラウザーモードが持続
的接続（ Persistent Connection）とされている場合は、ブラウザーモードから継続した
ＴＣＰトランザクションによりＪＡＤファイルのダウンロードが行われる。また、ブラウ
ザーモードが持続的接続とされていない場合は、ＪＡＤファイルのダウンロード要求時に
ＴＣＰ接続を確立してそのトランザクションによりＪＡＤファイルのダウンロードが行わ
れる。また、ＪＡＤファイルをダウンロードする際のベアラは、前記した図１５ないし図
１８に示すベアラ選択処理におけるＷｅｂアクセス処理（ステップＳ２３）以降の処理で
選択されたベアラとされる。
【００９１】
３．移動機は、ユーザが指定したアンカ先のＵＲＬからのＪＡＤファイルのダウンロード
が完了した後、共通Ｊａｖａ T M実行環境から提供されるＪＡＤファイル解析関数をコール
する。共通Ｊａｖａ T M実行環境は、ＪＡＤファイル解析関数内でＪＡＤファイルの内容（
属性値）をチェックし、その結果（正常／異常）を移動機のプラットフォームへ戻り値と
して返す。
【００９２】
４．移動機のプラットフォームは、共通Ｊａｖａ T M実行環境が提供しているＪＡＤファイ
ル解析関数の結果が正常の場合のみ、ユーザへダウンロード確認画面の通知を行い、ユー
ザがそれに同意した場合（「ＯＫ」を押下）、ＪＡＲファイルのダウンロードを開始する
。また、戻り値が異常であった場合は、ユーザにその旨を通知する。
ＪＡＲファイルをダウンロードする場合は、ＪＡＤファイル内に設定されているＪＡＲフ
ァイルのサイズ情報（ MIDlet-Jar-Size）の値をチェックし、ＭＳＩＡからネットワーク
情報として通知されている閾値との比較を行い、ＪＡＲファイルのサイズの値が閾値を超
える場合は、一般の回線番号と異なる回線番号とされた回線交換ベアラ（特殊ＤＡＳ）を
用いてＪＡＲファイルの取得処理を行う。ダウンロード元はＪＡＤファイルの解析によっ
て得たＪＡＲファイルの存在位置を示すＵＲＬ、すなわちＪａｖａ T Mアプリケーションプ
ログラムのダウンロード用プロキシサーバ（ Java Proxy）とされる。
【００９３】
また、ＪＡＲファイルのサイズの値が閾値以下の場合は、パケットベアラが選択されてＪ
ＡＲファイルをプロキシサーバ（ Java Proxy）からパケットベアラを用いてダウンロード
する処理が行われる。ただし、移動機が存在するネットワーク環境がパケットベアラをサ
ポートしていない場合は、ＪＡＲファイルのサイズの値が閾値以下であっても回線交換ベ
アラを使用してＪＡＲファイルのダウンロードを行う。
なお、閾値についてさらに説明すると、パケット交換において使用可能なタイムスロット
数毎にＪＡＲファイルサイズの閾値を定め、ファイルサイズとパケットタイムスロット数
に基づいてパケットベアラあるいは回線交換ベアラのいずれかを選択する。この場合、各
タイムスロット数における閾値までの大きさのサイズのＪＡＲファイルをダウンロードす
る際は、パケットベアラを選択して接続し、各タイムスロット数における閾値を超えた場
合に回線交換ベアラを選択して接続する。１タイムスロットないし３タイムスロットのタ
イムスロット数毎に規定されるＪＡＲファイルサイズの閾値は、ＭＳＩＡ（ Mobile Stati
on Information Agent）１２から取得された制御情報に基づいて設定される。また、Ｊａ
ｖａ T Mアプリケーションプログラムのサイズがダウンロード可能なサイズを超えている場
合は、ダウンロードできないことをユーザに通知する。
【００９４】
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５．移動機のプラットフォームはＪＡＲファイルの受信完了後、ＪＡＲファイル（マニフ
ェストファイル）の解析を行う。この時エラーがあれば、「Ｊａｖａ T Mアプリケーション
の取得に失敗しました」などのエラーメッセージを表示し、取得済みのＪＡＤファイル、
ＪＡＲファイルを削除し、ブラウザーの状態に戻る。また、ＪＡＲファイル（マニフェス
トファイル）の解析結果が正常であり、Ｊａｖａ T Mアプリケーションプログラムが即時起
動Ｊａｖａ T Mアプリケーション（ MIDlet-Immediate：Ｙ）とされている場合は、ダウンロ
ードしたＪａｖａ T Mアプリケーションを即時起動する。即時起動とされていない場合は、
ＪＡＤファイルの保存属性（ MIDlet-Save）に従い、Ｊａｖａ T Mアプリケーションプログ
ラムを移動機内のメモリあるいは外部メモリに保存する。
なお、即時起動Ｊａｖａ T Mアプリケーションか否かはＪＡＤファイルの MIDlet-Immediate
情報を解析することにより得ることができる。また、Ｊａｖａ T Mアプリケーションプログ
ラムを保存する際に、移動機内のメモリあるいは外部メモリの空き容量が不足する場合は
、保存することができない旨をユーザに通知する。
【００９５】
６．移動機内部のメモリあるいは外部メモリに保存されたＪＡＲファイルは、移動機のＪ
ａｖａ T Mセレクタより、ユーザが選択を行うことができ、選択されたＪａｖａ T Mアプリケ
ーションプログラムを起動することにより、選択されたＪａｖａ T Mアプリケーション（例
えば、ゲーム）を実行することができる。
７．Ｊａｖａ T Mアプリケーションの実行を終了し、メモリへの格納等が完了したら、移動
機はブラウザーの状態へ戻す。
【００９６】
なお、Ｊａｖａ T Mアプリケーションプログラムのダウンロード中に着信があった場合は、
ダウンロードは一時停止させ着信が終了した際に再開させる。また、Ｊａｖａ T Mアプリケ
ーションプログラムが公序良俗を害するコンテンツなどでないかの判断を、ＪＡＤファイ
ルの MIDlet-Codeを利用して認証済みか否かを判断することにより行うことができる。さ
らに、Ｊａｖａ T Mアプリケーションプログラムを保存する空き容量がメモリにない場合に
ダウンロード不可の判定を行うようにしてもよい。さらにまた、Ｊａｖａ T Mアプリケーシ
ョンプログラムが保存や転送が不可とされているコンテンツかどうかの判定を行い、保存
や転送が不可とされているＪａｖａ T Mアプリケーションプログラムの保存および転送の処
理を禁止する。これらの各制御は、ＪＡＤファイル内の属性情報に基づいて行うことの可
能な制御である。
【００９７】
ところで、移動機がＪａｖａ T Mアプリケーションプログラムをダウンロード中において、
移動機に着信があった際にはダウンロードが一時停止される。また、ダウンロード中に移
動機が圏外に移動した場合等においては物理回線が切断されるようになる。このような場
合には、着信が終了して待ち受け状態になった際や通信可能な状態になった際に、改めて
Ｊａｖａ T Mアプリケーションプログラムのダウンロードを最初から行うことになり、効率
が悪いと共にネットワークの輻輳やユーザーのストレスを増大させる原因となっていた。
そこで、本発明にかかる移動機においては、再度最初からＪａｖａ T Mアプリケーションプ
ログラムを取得するのではなく、用意されているバイトレンジ機能を用いてダウンロード
されなかった足りない部分だけを取得できるようにしている。
【００９８】
バイトレンジ機能とは、レスポンス受信中に圏外エリアに移動した場合等によりエンティ
ティの受信が完了しなかった時に、エンティティ全体ではなくその中の受信できなかった
１つまたは複数のバイトレンジを要求することができる機能である。この場合、指定でき
るバイトレンジは１バイト単位とされている。バイト範囲リクエスト機能を使用するとき
には Rangeヘッダを送出する。また、エンティティの特定のため、 Rangeヘッダは If-Range
ヘッダと併用されて使用される。そこで、Ｊａｖａ T Mアプリケーションプログラムのダウ
ンロード中に予期しないネットワークの切断が発生したときなどにおいて、このようなバ
イトレンジ機能をもちいることにより、再度Ｊａｖａ T Mアプリケーションプログラムの全
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てを取得しなおすことをせず、足りない部分のみ取得することができるようになる。この
場合、回線切断時点でのダウンロードファイルの解析と、ＪＡＤファイルのダウンロード
サイズと比較して、不足分を指定してダウンロードする。これによって、無線ネットワー
クリソースの有効活用、アクセス時間の短縮を行うことができる。特に、障害復旧時に再
ダウンロードするときの効率化を図ることができる。
【００９９】
【発明の効果】
本発明は以上説明したように、パケットサポートエリアのとまり木チャネル番号を記憶し
ておき、このとまり木チャネル番号に基づいて待ち受けチャネルを選択するようにしたの
で、移動通信端末を極力パケットサポートエリアに在圏させることができる。これにより
、移動通信端末は、ベアラ選択の幅が拡がり効率的なベアラ選択を可能とすることができ
る。
【０１００】
また、メール着信の際にはその通知情報で指定されたベアラを優先して使用したり、メー
ル送信の際にメールアプリケーションにより指定されたベアラを優先して使用するように
している。さらに、ウェブにアクセスする際にはパケットベアラが優先的に使用されるよ
うにしているので、アプリケーション毎に効率的なベアラ選択を可能とすることができる
。さらにまた、使用可能なタイムスロット数に応じてベアラを選択したり、ロードするフ
ァイルのサイズに応じてベアラを選択することにより、効率的なベアラ選択を可能とする
ことができる。このように効率的なベアラ選択を行うことにより、移動通信網のパフォー
マンスが向上し、少ないリソースで多くのユーザを収容することができるようになる。さ
らにまた、ファイルサイズの閾値情報を移動通信網における回線交換ベアラとパケットベ
アラとが使用される割合を調整することのできる任意の値とされた閾値情報とすることに
より、移動通信網において回線交換ベアラとパケットベアラとが使用される割合を調整す
ることができるようになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の移動通信端末を有する本発明の実施の形態における移動通信網の構成の
概要を示す図である。
【図２】本発明の実施の形態における移動通信網おける移動機が実行する移動機在圏処理
の一部のフローチャートである。
【図３】本発明の実施の形態における移動通信網おける移動機が実行する移動機在圏処理
の残るフローチャートである。
【図４】本発明の実施の形態にかかる移動通信網においてパケットベアラを使用してメー
ル送信する場合の移動機とＭＭＴＡとのプロトコル階層で示した接続モデルを示す図であ
る。
【図５】本発明の実施の形態にかかる移動通信網において回線交換ベアラを使用してメー
ル送信する場合の移動機とＭＭＴＡとのプロトコル階層で示した接続モデルを示す図であ
る。
【図６】本発明の実施の形態にかかる移動通信網においてパケットベアラを使用してメー
ル受信する場合の移動機とＭＭＡＰとのプロトコル階層で示した接続モデルを示す図であ
る。
【図７】本発明の実施の形態にかかる移動通信網において回線交換ベアラを使用してメー
ル送信する場合の移動機とＭＭＡＰとのプロトコル階層で示した接続モデルを示す図であ
る。
【図８】本発明の実施の形態にかかる移動通信網においてパケットベアラを使用してウェ
ブアクセスする場合の移動機とウェブサーバとのプロトコル階層で示した接続モデルを示
す図である。
【図９】本発明の実施の形態にかかる移動通信網において回線交換ベアラを使用してウェ
ブアクセスする場合の移動機とウェブサーバとのプロトコル階層で示した接続モデルを示
す図である。
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【図１０】本発明の実施の形態にかかる移動通信網においてパケットベアラを使用してメ
ール送信する場合のシーケンスを示す図である。
【図１１】本発明の実施の形態にかかる移動通信網において回線交換ベアラを使用してメ
ール送信する場合のシーケンスを示す図である。
【図１２】本発明の実施の形態にかかる移動通信網における Notificationのデータ構造を
示す図である。
【図１３】本発明の実施の形態にかかる移動通信網においてパケットベアラを使用してメ
ール受信する場合のシーケンスを示す図である。
【図１４】本発明の実施の形態にかかる移動通信網において回線交換ベアラを使用してメ
ール送信する場合のシーケンスを示す図である。
【図１５】本発明の実施の形態における移動通信網おける移動機が実行するベアラ選択処
理の一部のフローチャートである。
【図１６】本発明の実施の形態における移動通信網おける移動機が実行するベアラ選択処
理の一部のフローチャートである。
【図１７】本発明の実施の形態における移動通信網おける移動機が実行するベアラ選択処
理の一部のフローチャートである。
【図１８】本発明の実施の形態における移動通信網おける移動機が実行するベアラ選択処
理の残るフローチャートである。
【符号の説明】
１　移動機、１ａ　回線交換ベアラ、１ｂ　パケットベアラ、１ｃ　ＳＭＳベアラ、１ｄ
　ＩＰ層、１ｅ　ＴＣＰ層、１ｆ　 SMTP＋ MMAP、１ｇ　 Mailer、１ｈ　 HTTP、１ｉ　ＸＨ
ＴＭＬ、１ｊ　Ｊａｖａ T M実行環境、１ｋ　ブラウザ、１ｍ　Ｊａｖａ T Mアプリケーショ
ンプログラム、２　基地局、２ａ　回線交換ベアラ、３　基地局、３ａ　回線交換ベアラ
、３ｂ　パケットベアラ、３ｃ　ＳＭＳベアラ、４　ＭＳＣ、５　ＳＭＳＣ、６　ＭＭＡ
Ｐ、６ａ　ＬＡＮインタフェース、６ｂ　ＩＰ層、６ｃ　ＴＣＰ層、７　ＤＡＳ、７ａ　
回線交換ベアラ、７ｂ　ＬＡＮインタフェース、８　ＷＧＷ、８ａ　ＬＡＮインタフェー
ス、９　ＰＭＳＣ、９ａ　パケットベアラ、９ｂ　ＬＡＮインタフェース、１０　ＭＭＴ
Ａ、１０ａ　ＬＡＮインタフェース、１０ｂ　ＩＰ層、１０ｃ　ＴＣＰ層、１１　メール
ボックス、１３　インターネット、１４　 Webサーバ、１４ａ　ＬＡＮインタフェース、
１４ｃ　ＩＰ層、１４ｄ　ＴＣＰ層、１４ｅ　ＨＴＴＰ層、Ａ　セル、Ｂ　セル
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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